
２月の目標 
生活 からだを大切にしよう 

保健 心とからだの成長を知ろう 

給食 食事と健康の関わりを知ろう 
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「書く力」を育てる 
副校長 鈴木 広宣 

２月４日には立春を迎えます。このころは、春風とと

もに寒さが和らぎ、自然のあらゆるものが春の装いを新

たにする時期と言われます。まだまだ厳しい寒さが続き

ますが、日が少しずつ長くなり、春がもうすぐそこまで

訪れていることが実感できます。 

さて、令和３年度も残すところ２か月となりました。

そろそろ１年間の学習のまとめに入る時期です。東蒲小

学校では、２年間継続してきた「自分の考えに自信をも

ち、分かりやすく書いて相手に伝えられる児童」の育成

を目指した校内研究と学習指導のまとめをしています。

「書く力」は一朝一夕で身に付くものではありませんが、

「書きたい！伝えたい！」という気持ちを育てられたら、

と願って取り組んできました。２学期末に行った国語ア

ンケートでは、全校児童の７６．９％が「書くことは好

き」と回答しました。１学期と比較すると、７．６ポイ

ント上昇しています。数値的にはまだまだですが、取組

の効果があったものと嬉しく思います。 

本校では「書く力」を育てるために、特に３つのこと

を工夫して取り組んできました。一つ目は、「〇年生に教

えてあげよう」「〇〇の作り方を紹介しよう」など、児童

が書きたいと思えるような相手や目的を設定することで

す。題材を工夫することで取り組み方に変化が見られま

した。二つ目は、書いたものの良さを認めてもらえるよ

うな共有する場を設けることです。褒められることで書

くことへの自信がつき、意欲が高まりしました。三つ目

は、言語活動を充実させることです。書く時の言葉選び

の参考になるように、学習単元に関する言葉を「言葉の

たから箱」として紙にまとめて児童に示し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水 ４時間授業 

２ 木 歯科検診（全学年） 

３ 金 SC 

４ 土  

５ 日  

６ 月 全校朝会 安全指導日 

７ 火  

８ 水 漢字検定 

９ 木  

10 金 SC 

11 土 建国記念の日 

12 日  

13 月 全校朝会 避難訓練 委員会活動 

14 火  

15 水 
新 1 年生保護者会 

（１・２年：４時間、３～６年：５時間授業） 

16 木  

17 金 班長会                SC 

18 土 
土曜授業 土曜時程 ６年生学年活動 

２分の１成人式（４年生） 

19 日  

20 月 全校朝会 

21 火  

22 水 班活動 

23 木 天皇誕生日 

24 金 
算数学力実態調査（全学年） 

代表委員会 SR 面談開始         SC 

25 土  

26 日  

27 月 全校朝会 クラブ活動（最終） 

28 火  

２月の学校行事 
ＳＣ…スクールカウンセラー来校日 

 

２月１５日（水）に、３学期の教材費の引き落としがありま

す。ゆうちょ銀行の口座に、２月１４日（火）までに入

金をお願いいたします。今年度最後の引き落としです。 

 

「春」 
副校長 滝澤 智 

 ２月３日(金)は『節分』です。この日の給食献立に

「きなこまめ」(揚げた大豆にきな粉をまぶします)と

「イワシのつみれ汁」があります。 

節分といえば、私が幼少のころは鬼や福に向けて豆

をまき、焼いた鰯の頭に柊(ヒイラギ)を刺し玄関にか

ざしていた家庭が多くありました。以前は学校でも豆

まきをしましたが、食べ物を無駄にしない、掃除が大

変、などにより給食で出されるところが多くなってき

ました。時代によって風習や生活様式は移り変わって

くるものだなと感じています。 

1 月 21 日の学校公開で「情報モラル講習会」に多く

の保護者の方々にも参観いただきました。現代は様々

なしかも大量の情報が子どもたちにも簡単に手に入れ

ることが可能です。 

新たな情報社会は、ルールや法律などの「決めごと」

では対処が追い付かないことがあるのが実情です。モ

ラル(道徳・倫理)・マナー(行儀・作法)など、人の内

在する心や言動を高めていくことが必要なのだと思い

ます。しかし、即効性は期待できません。一人一人の

意識に何回も語り続けることが大事です。 

学校ではこれからも一人 1台のタブレットを授業で

使う中でも、ルール、モラルやマナーを伝え、考える

機会をもっていきます。 

ご家庭でも、話題にしていただき、お子さんと一緒

に考えてみてください。 

ところで、『節分』は年に４回あります。［季節を分

ける］からです。２月４日は立春です。まだまだ寒い

日は続きますが、梅の花を始め春の季節を感じる事象

が目についてきます。 

モラル・マナーも花々も、少しずつ変化していくこ

とを楽しんでいきましょう。 

＜お知らせ＞ 

・北側トイレの工事が終わり、完成しました。長らくお

待たせいたしました。1 月 23 日の朝会で児童に伝え、

この日より使用開始しました。 

・１階の誰でもトイレには、車いすに対応した便座や乳

児用いす、おむつ替え台も備わっています。公開などで

来校した際にはお使いください。 

・１階のトイレは体育館開放などで一般の方も使用しま

す。 



たてわり班活動             特活部 高橋 直樹 
１年生から６年生までを１０のグループに分けて、一緒に遊んだり清掃活動をしたりして異学年交流を

するたてわり班活動。今年度は月に 1 回、6 年生を中心にたてわり遊びを行いました。たてわり班活動の具

体的な目標として、「6 年生を中心とした異学年交流を図る」「お互いを知り、仲よく協力する心を培う」な

どがあげられます。４月の最初の活動では少し緊張気味でしたが、ゲームが始まると、楽しそうに他の学

年と一緒に遊び始めました。コロナ禍により、ここ数年たてわり班活動ができていなかったため、どのよ

うに進めればよいのか戸惑っている 6 年生の姿 

も見られました。しかし、そこは 6 年生。一生懸 

命に会を進めている姿や、低学年の子に上級生と 

して優しく声をかけ一緒に遊んでいる姿に、改め 

て異学年交流の大切さを感じました。今後も感染 

予防に十分配慮しながら、活動を進めていきます。           
              

 

 

 

 

 

漢字検定                 国語部 大石 久美子 

大田区では、国語力の基本となる漢字の読み・書きの能力を身に付け、漢字に対する関心や認識を深め、国
語を尊重する態度を育てるために、大田区小学生漢字検定を独自に実施しています。検定は毎年 9 月と 2 月
に実施され、今年度の２回目は２月８日（水）に予定しております。 
受検級は１４級～特級まであり、１００点満点中の８０点以上を合格としています。2 年生からは何級に挑

戦するかを子供たち自身で選ぶことができ、自分で目標を設けて受検します。１４級、１３級はひらがなやカ
タカナ、１２級からは漢字が出題されます。級が上がるにつれ、漢字の読み書きだけでなく、書き順や熟語の
意味、対義語・類義語など内容が増えます。 
言語力は、一朝一夕では身に付きません。日々の漢字練習でもおろそかにせず、一画一画書き順を確かめ、

丁寧に取り組んでほしいと考えています。漢字のもつ意味を理解したり、辞書で熟語の意味調べをしたりしな
がら取り組むと新しい発見があります。毎日少しずつ、漢字の力を伸ばしていってほしいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の様子            担任 田中 久貴 

３年生は国語で「音訓かるた」という学習をしています。一つの漢字の音と訓を使って五・七・五
の十二音の歌で表すというものです。学校公開では「音訓二刀流」として、その子どもたちのその力
をお見せしました。とはいえ、学校公開で参観できなかった方々も多いでしょう。そこで、これまで
の学習を生かして子どもたちに「３年１組のいいところ」を詠んでもらいました。すべての作品を掲
載したいところですが・・・泣く泣く厳選して、ほんの一部をご紹介します。 
楽 「楽しいな 三年一組 楽園だ」 「音楽で 楽しく歌う 三の一」  
進 「進めるぞ 三年一組 進化する」 「三の一 進む心 進化する」 
中 「授業中 田中先生 怒ってる」 明 「明らかに どんなときでも 明るいな」 
元 「三年は 元々元気な 三年だ」 「三の一 元気いっぱい 元々ね」 
笑 「大笑い 笑顔いっぱい 三の一」 「爆笑だ いっしょに笑う 三の一」 
友 「友達と 友情育む 三の一」 「三の一 楽しい友達 友人だ」 
優 「優秀だ いつも優しい 三の一」 「三の一 優しい人が 優雅だね」 
上の五音と下の五音の順番が逆、「だ」が「で」だけの違い・・・といったちょっとした違いで同じ

ような歌も多かったです。しかもみんな前向き！それだけみんなが前向きで、そして同じ思いをもっ
ているとも言えます。 
３学期の始まりの係決めのとき、「３の１をポスターで宣伝する係を作りたい。」との声が上がりま

した。そしてそれに賛成する声もありました。結局その係は作られませんでしたが、「自分たちのクラ
スを宣伝したい！」という思いがあることに感激しました。その思いを子どもも私も大事にして、残
されたあと２ヵ月あまりを送っていきたいと思います。 

 


